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伊
良
原
（
い
ら
は
ら
）
ダ
ム
は
、

福
岡
・
大
分
県
境
の
英
彦
山
付
近
を

源
流
と
し
、
周
防
灘
に
注
ぐ
祓
川

（
は
ら
い
が
わ
）
の
上
流
、
京
都
郡

み
や
こ
町
犀
川
伊
良
原
に
、
福
岡
県

が
建
設
し
て
い
る
多
目
的
ダ
ム
で

あ
る
。 

 

ダ
ム
が
完
成
す
る
と
、
遺
跡
も
水

没
す
る
た
め
、
ダ
ム
が
満
水
と
な
る

高
さ
よ
り
下
に
位
置
す
る
遺
跡
は

発
掘
調
査
が
必
要
と
な
る
。 

 

当
館
及
び
福
岡
県
教
育
庁
文
化

財
保
護
課
で
は
、
伊
良
原
ダ
ム
建
設

に
係
る
発
掘
調
査
を
平
成
１
９
年

か
ら
開
始
し
、
こ
れ
ま
で
縄
文
時
代

と
中
世
を
中
心
と
す
る
遺
跡
の
調

査
を
行
っ
て
き
た
。
現
在
は
、
先
日

本
紙
で
も
伝
え
た
よ
う
に
縄
文
時

代
と
中
近
世
を
中
心
と
す
る
、
３
遺

跡
の
調
査
を
行
っ
て
い
る
。 

 
 

み
や
こ
町
伊
良
原
ダ
ム
建
設
に 

伴
う
試
掘
調
査
、
強
化
月
間
！ 

 

一
般
的
に
遺
跡
は
地
下
に
あ
る

た
め
、
ど
こ
に
ど
の
よ
う
な
遺
跡
が

あ
る
か
分
か
っ
て
い
な
い
場
合
が

多
い
。
そ
の
た
め
事
前
に
開
発
範
囲

の
一
部
に
試
し
掘
り
（
試
掘
調
査
）

を
行
い
、
そ
こ
で
出
て
き
た
土
の
状

況
や
遺
構
な
ど
に
よ
り
、
遺
跡
の
有

無
や
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
と
な

る
。 こ

の
調
査
は
、
遺
跡
の
保
護
や
保

存
が
困
難
な
場
合
に
行
う
発
掘
調 

バ
ッ
ク
ホ
ー
（
重
機
）
に
よ
り
ダ
ム
で
水
没
す
る
地
点
を
試
掘
し
、 

遺
跡
の
有
無
を
判
断
す
る
、
福
岡
県
教
育
庁
文
化
財
保
護
課
大
庭 

主
任
技
師
。 

 

査
（
記
録
保
存
と
い
う
）
に
か

か
る
費
用
を
見
積
も
る
基
準
に
も

な
る
重
要
な
作
業
だ
。
ダ
ム
の
場

合
、
水
没
す
る
地
域
が
非
常
に
広

い
た
め
、
試
掘
面
積
も
大
き
く
、

大
変
な
作
業
で
あ
る
。 

試
掘
調
査
で
遺
跡
が
確
認
さ
れ

た
場
合
、「
ダ
ム
工
事
」
と
「
遺
跡

の
保
存
や
発
掘
調
査
」
を
互
い
に

円
滑
に
す
す
め
る
た
め
の
話
し
合

い
が
必
要
と
な
る
。
そ
の
た
め
、

試
掘
調
査
を
計
画
的
に
実
施
し
て

お
り
、
今
月
は
、
現
在
試
掘
調
査

が
可
能
な
地
点
を
集
中
的
に
実
施

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。 

現
在
、
福
岡
県
教
育
庁
文
化
財

保
護
課
と
当
館
で
試
掘
調
査
に
励

ん
で
お
り
、
重
要
な
成
果
が
出
た

暁
に
は
、
こ
の
紙
面
で
速
報
す
る

予
定
で
あ
る
。
乞
う
ご
期
待
。 

（
大
庭
孝
夫
特
派
員
） 

  

発
掘
新
聞 

試掘調査では土の色や硬さ、堆積状況などから、遺跡の状況について判断する。 

建設中の伊良原ダムの様子 

 

谷 
地

山 

いつ試掘調

査やるか？ 

谷を埋めた土 

地山 

● 

建設中の伊良原ダムの位置 




